
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ものづくり現場でおなじみの「安全第一」は、もともと米国の企業で使われていたスローガンでした。高度

経済成長期の日本では労災で亡くなる人が 6000 人を上回ったこともあったとか。しかし、このスローガンを

掲げてからは大幅に減ったそうです。実は「安全第一」には続きがあります。詳しくは「商売のヒント」で！ 

本来の行動力がよみが

えりチャンスにも恵ま

れるようです。周囲と

力を合わせて行動すれ

ばさらに吉運アップ！ 

公私共にとても多忙な

運勢のようです。これ

までの成果も表れそう

な暗示。この調子でま

い進し続けましょう。 

精神的に不安を感じる

時期に入りましたが、

何が起きても焦らずに

解決するよう努めれば

吉に転じるでしょう。 

良い人脈に恵まれ上昇

気流に乗れる運勢。家

族や周囲に感謝し、謙

虚な姿勢で過ごせばさ

らに味方が増えます。 

【「インボイス制度」とは】 

 

２０２３年１０月１日より消費税の「インボイス制度」が導入され

ます。これは売り手が買い手に対して正確な適用税率や消費税額な

どを伝える制度です。事業者は、商品やサービスを提供し消費者か

ら消費税を受け取ります。また事業者も仕入れを行ったりするため

他の事業者に消費税を支払います。こ 

の事業者に支払う消費税を控除するこ 

とを仕入税額控除といいますが、これ 

までは法定事項が記載された帳簿や請 

求書などを保存していればそれをする 

ことができました。しかし、この制度 

が始まると適格請求書（インボイス）を発行できる事業者からの分

に限られることになります。そこには現行の項目に、さらに「登録

番号」「適用税率」「消費税額」などの記載が追加されます。登録番

号は、適格請求書発行事業者（登録事業者）のみに与えられます。

この登録申請が２０２１年１０月１日から始まりました。基準期間

の課税売上高が 1000 万円を超える事業者は消費税の課税事業者な

ので原則、２０２３年３月３１日までに登録申請を行えばよいです

が、1000 万円以下等の免税事業者については登録事業者になるか

どうか、つまり消費税の課税事業者になるかどうかを事前に判断し

なければなりません。また各種端末ソフトのバージョンアップなど

準備が必要になってくるため早めに対処しておきましょう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 税理⼠法⼈ 協働コンサルティング 
         間渕会計事務所 
〒430-0941 
浜松市中区⼭下町 2 番地 1 ハイタウン⼭下 310 
TEL053-474-5862 FAX053-474-5864 
http://www.mabutikaikei.com 
mail:mabutikaikei@tkcnf.or.jp 

のぼり、本場ローマではバールに並ぶ甘い朝食の定番のひとつです。日本ではバターと

卵をたっぷり使ったブリオッシュに生クリームという豪華なタイプが主流で、ジャムや

あんこなどを合わせたり、フルーツサンドのような色鮮やかなものまで登場しています。

アレンジ上手な日本人の本領発揮で、華やかな見た目が気分を盛り上げてくれています。 

パンに真っ白なクリームが美しいイタリアのお菓子のマリトッ

ツォが人気です。マリトッツォの起源は古代ローマにまでさか 

今月の商売のヒント：【志本主義】 

 

「安全第一」は、１９００年初頭にアメリカの製鉄会社ＵＳスチールが提唱した経営方針です。当時のアメ

リカは１８００年代後半から始まった第二次産業革命の中心地で、国内産業を大幅に成長させていました。

安全性より生産性を重視していたため、日常的に労働災害（労災）が起きていた 

そうです。ＵＳスチールも「生産第一・品質第二・安全第三」を合言葉に事業を 

押し進めていましたが、度重なる労災から従業員を守るために周囲の反対を押し 

切って新しい経営方針を掲げました。それが「安全第一・品質第二・生産第三」 

です。その結果、労災が減っただけでなく製品の品質も向上し、生産性も上がっ 

たそうです。優先順位を入れ替えただけで「安全」「品質」「生産性」の好循環が 

生まれたのはなぜか。一言で言えば、現場の意識が変わったのだと思います。 

ものづくりの現場では誰もが安全の重要性を認識しているでしょう。しかしもっとも大切で、もっとも重要

なことは、シンプルなゆえにインパクトがありません。安全というスローガンも、当たり前すぎて本来の意

図や意味が風化してしまいがちです。そこで従業員の身を守る安全を最優先に掲げ、安全な現場だから良い

品質の製品を作ることができ、製品の品質が良いから生産性が上がるというストーリーを全員で共有する。

要するに、安全第一を守る理由を明確にしたことで「安全」が一人一人の自分事になり、現場の意識が変わ

っていったのではないかと思うのです。 

コロナ以降、経営分野のキーワードとして「パーパス経営」という言葉をよく聞くようになりました。単純

に訳せば「企業の存在意義」。これを「志」と解釈して、これからは資本主義ならぬ「志本主義」の時代だと

提唱する本も売れています。いわゆるビジョンやミッションの上位概念という位置づけです。キーワードは

目新しくても「志」という概念は日本人にとってなじみ深いものです。あなたの商売の志、つまり「第一」

は何でしょう。「第一」を自分事にするための「第二」「第三」は何でしょう。くれぐれも順番を間違えない

ようにして、志高くいきたいものです。 

【六人の嘘つきな大学生】 
--------------------------- 
「伏線の狙撃手」の異名をとる
浅倉秋成の新感覚ミステリー
です。人気ＩＴ企業の最終選考
に残った６人の就活生。内定を
賭けた議論が進む中、６人それ
ぞれの「罪」が告発されます。
二転三転するストーリーに一
気読み間違いなしの一冊です。 


